
2016年4月14日
朝日新聞虎ノ門にベンチャー拠点タワー 森ビル

仮称）
虎ノ門ヒルズビジネスタワー

国際水準の大規模オフィス
ビルとイノベーションセンター
の開設

虎ノ門ヒルズビジネスタワー
は36階建て、グローバルレ

ベルの大規模オフィスと商業
施設を持つオフィスタワーで
す。

日比谷線虎ノ門新駅（仮称）
や既存の銀座線虎ノ門駅と
も連結。2020年の東京オリン

ピック・パラリンピックでは、
晴海地区の選手村と各スタ
ジアムや都心と湾岸部の競
技場を結び、選手や観客の
移動に活躍する交通拠点と
なります。現在、虎ノ門一丁
目地区市街地再開発組合が
事業を推進しています。

虎ノ門ヒルズビジネスタワーは、36階建て、約94,000m²のグローバルレ
ベルの大規模オフィス、約6,300m²の商業施設を中心としたプロジェクトで
す。
日比谷線虎ノ門新駅（仮称）や既存の銀座線虎ノ門駅とも連結。また1階
には、都心と臨海を結ぶBRTや、空港リムジンバスも発着可能な約
1,000m²のバスターミナルを設置し、世界と都心を繋ぐ「東京の玄関口」と
して機能します。
4階には、約3,000m²のイノベーションセンターを開設、大企業とベン

チャーの交流拠点を整備します。施設内には、起業家や大企業のエグゼ
クティブが集うサロンやイノベーターを育成するイベントスペース等を設け、
新たなビジネスの創出を支援します。
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